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【補正予算】各種会計の補正予算 原案可決
議案採決結果一覧表
町政を問う「一般質問に８名が登壇」
大郷小６年生 議会を傍聴
委員会活動リポート
こんな研修ありました
その後どうなった… 人口増を図れ！！

特集／12月定例議会

旧粕川小学校を無償貸付

20

23

25

3

5

9

8

18

１月７日、８日に行われた寒稽古。
子ども達は大いに心身の鍛錬につ
とめた。　（B&G海洋センター）

酷寒に勝ち、己に克つ
（写真撮影：赤間茂幸委員）



謹
賀
新
年

大
郷
町
議
会
議
長
　

  

石
　
川
　
良
　
彦

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
「
酉
」
で
す
。
平
成
29
年
は
大
郷
町
が
大
き
く
翔
ば
た
き
飛
躍
す
る

年
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
皆
様
に
と
っ
て
良
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
国
の
地
方
創
生
を
受
け
、
平
成
28
年
度
よ
り
「
大
郷
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
創
生
と
は
「
新
し
く
つ
く

り
出
す
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
自
由
度
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

各
自
治
体
の
自
主
性
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
真
の
地
方
創
生

の
実
現
の
た
め
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
お
い
て
人
口
減
少
対
策
や
、
雇
用
の
確
保
、

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
産
業
振
興
な
ど
、
創
造
的
か
つ
効
果
的
施
策
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
同
時
に
住
民
の
代
表
機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
役
割
と
責
任
も
一
段
と
重
要
性
を
増

し
て
き
て
お
り
、
議
会
活
動
の
活
性
化
と
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
が
団
体
の
意
思
決
定
及
び
執
行
機
関
の
監
視
機
能
の
強

化
と
実
効
性
あ
る
政
策
提
言
に
努
め
、
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、「
よ
り
開
か
れ
た
議
会
」「
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
を
目
指
し
議
論
を
進
め
、
平
成
29
年
度
は
本
町
議
会
で
初
め
て
の
「
議
会
報
告

会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
町
民
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
議
会
活
性
化
と
議
会
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
負
託
に
応
え
、
町
政
発
展
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様

に
は
さ
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

議
員
一
同
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2017年
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滋
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の
地
方
創
生
と

　
　
議
会
活
動
の
充
実

翔
と
り
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平
成
29
年
４
月
開
設
予
定
の

障
害
者
通
所
施
設
で
あ
る
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
運

営
す
る
一
般
社
団
法
人
に
粕
川

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
を
貸
与
す

る
こ
と
に
伴
う
改
正
。

　
旧
粕
川
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

を
無
償
貸
付
す
る
も
の
。

　
平
成
28
年
第
４
回
定
例
議
会
が
12
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
一
部
改
正
12
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
１
件
、
財
産
の
貸
付
に
つ
い
て
１
件
、
工
事
請
負
契

約
の
締
結
等
２
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
６
特
別
会
計
補
正
予
算
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
を
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
議
案

旧
粕
川
小
学
校
を
無
償
貸
付

●12月定例議会

主
な
質
疑

問
　
粕
川
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

の
運
動
場
、
体
育
館
は
使
用
の

状
況
が
み
ら
れ
る
が
、
地
域
の

了
解
は
得
た
の
か
。

答
　
教
育
課
長
　
11
月
15
日
に

粕
川
地
区
に
説
明
会
を
開
催
し

賛
同
を
得
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
も
地
域
と
の
交
流
を
深

め
る
た
め
、
体
育
館
・
運
動
場

は
支
障
の
な
い
範
囲
で
地
域
に

開
放
す
る
。

問
　
施
設
を
貸
す
だ
け
で
な
く

障
害
者
支
援
の
対
応
策
を
考
え

る
べ
き
だ
。

答
　
町
長
　
で
き
る
限
り
の
支

援
を
講
じ
る
。

答
　
教
育
課
長
　
健
常
者
も
障

害
者
も
差
別
を
し
な
い
で
そ
の

地
区
で
育
て
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
方
針
が
制
度
化
さ
れ
た
。

全
力
で
応
援
し
て
い
く
。

問
　
諸
経
費
の
軽
減
を
図
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
　
町
長
　
課
税
等
に
つ
い
て

ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
が
、
意

見
な
ど
を
尊
重
し
決
定
し
た
い
。

問
　
広
い
用
地
を
無
理
や
り
使

え
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
事
業
者

の
方
か
ら
こ
の
施
設
を
利
用
し

て
、
地
域
の
活
性
化
と
交
流
を

図
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

▲放課後等デイサービス施設としてスタート

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

財
産
の
貸
付
に
つ
い
て
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問
　
改
正
後
の
ご
み
袋
の
販
売

価
格
は
。

答
　
町
民
課
長
　
現
在
、
燃
え

る
ご
み
袋
30
リ
ッ
ト
ル
20
枚
入
、

1
袋
3
0
0
円
の
も
の
が
2
6

0
円
に
、
大
き
い
ほ
う
は
20
枚

入
で
3
0
0
円
と
な
る
。

問
　
ご
み
袋
の
種
類
も
増
え
、

値
段
も
安
く
な
る
が
、
現
在
販

売
さ
れ
て
い
る
燃
え
る
ご
み
袋

よ
り
小
さ
い
も
の
に
関
し
て
の

検
討
は
さ
れ
た
の
か
。

答
　
町
民
課
長
　
大
き
い
ご
み

袋
に
つ
い
て
、
住
民
の
方
々
よ

り
要
望
が
あ
り
検
討
し
た
結
果
、

需
要
が
見
込
め
る
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
小
さ
い
も
の
に

つ
い
て
の
検
討
は
し
て
い
な
い
。

問
　
今
回
改
正
の
地
域
密
着
型

と
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
従
来
も

実
施
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
う
ち
、
定
員
が
18
名
以

下
の
利
用
者
を
対
象
と
す
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
町
の
管
理
下

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問
　
運
営
推
進
会
議
が
設
置
さ

れ
、
施
設
側
の
活
動
状
況
の
報

告
を
受
け
、
評
価
を
し
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い

る
の
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
評
価
を

受
け
、
好
ま
し
く
な
い
状
況
が

あ
れ
ば
是
正
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
運
営

状
況
は
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
。

問
　
地
域
と
の
連
携
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
当
課
で

所
管
し
て
い
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

子
ど
も
た
ち
が
施
設
を
訪
問
し
、

入
所
者
と
の
触
れ
合
い
を
し
て

お
り
、
施
設
か
ら
も
継
続
的
な

実
施
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

問
　
高
崎
団
地
の
第
１
期
造
成

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
調
整
池

の
工
事
、
そ
れ
以
外
に
道
路
の

側
溝
敷
設
、
擁
壁
、
上
下
水
道
、

舗
装
工
事
の
部
分
が
残
っ
て
い

る
。

問
　
工
期
及
び
工
事
費
の
変
更

を
議
会
に
示
す
時
期
は
。

答
　
総
務
課
長
　
工
期
の
変
更

は
議
決
案
件
の
対
象
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
ま
た
、
工
事
費
に

つ
い
て
は
、
増
減
額
が
確
定
し

た
段
階
で
提
案
す
る
こ
と
に
な

る
。

【
審
議
結
果
】

議
案
第
66
〜
80
号

　
全
会
一
致
で
原
案
可
決

議
案
第
81
号

　
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

※（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
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指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

工
事
請
負
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て



一
般
会
計

　
一
般
会
計
は
６
９
１
０
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
51
億
６
７
８
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
総
務
費
２
０
８
６
万
円
の
増

民
生
費
３
３
２
５
万
円
の
増
、

衛
生
費
８
４
５
万
円
の
減
、
土

木
費
１
億
３
０
９
４
万
円
の
減
、

災
害
復
旧
費
４
３
２
万
円
の
増

等
に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
幼
稚
園
使
用
料
が
１
７
０

万
円
減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
象
者
は
何
人
か
。

答
　
教
育
課
長
　
児
童
数
が
全

部
で
１
０
６
名
、
段
階
的
な
措

置
が
あ
り
、
限
度
額
５
５
０
０

円
の
２
分
の
１
、
２
７
５
０
円

の
該
当
者
が
36
名
、
限
度
額
か

ら
１
０
０
０
円
引
い
た
２
分
の

１
、
２
２
５
０
円
の
該
当
者
が

４
名
、
１
０
０
０
円
と
な
る
該

当
者
が
４
名
、
５
０
０
円
と
な

る
該
当
者
が
３
名
と
な
り
、
さ

ら
に
保
育
料
が
無
料
と
な
る
該

当
者
が
20
名
。
減
額
対
象
者
は

67
名
で
あ
る
。

問
　
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
業
務
に
つ
い
て
、
業

者
選
定
の
段
階
で
厳
し
い
チ
ェ

ッ
ク
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む
の
か
。

答
　
副
町
長
　
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
を
安
全
第
一
に
運
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

選
定
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
審
議

を
尽
く
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問
　
旧
粕
川
小
学
校
の
進
入
路

改
修
工
事
の
内
容
は
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
小
学
校

正
門
の
方
か
ら
入
り
校
庭
に
曲

が
る
所
の
道
路
を
拡
幅
す
る
工

事
で
あ
る
。

問
　
企
業
立
地
奨
励
金
の
条
件

は
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア
さ
れ
て

い
る
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
投
下
固
定
資
産
額
が
１
０
０

０
万
円
以
上
、
常
時
雇
用
す
る

従
業
員
数
10
名
以
上
、
う
ち
町

内
５
名
以
上
、
事
業
所
の
固
定

資
産
税
当
該
年
度
及
び
法
人
町

民
税
前
年
度
の
完
納
と
対
象
従

業
員
の
町
民
税
の
完
納
が
交
付

要
件
の
条
件
と
な
る
。

　
　
　
（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

平成28年度補正予算

各
種
会
計
の
補
正
予
算
を
原
案
可
決

一
般
会
計
６
９
１
０
万
円
の
減

主
な
質
疑
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平成28年度　各種会計補正予算総括表

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

戸 別 合 併 処 理 浄 化 槽

宅 地 分 譲 事 業

総　　　　計

収 入

支 出

収 入

支 出

収 益 的

資 本 的

5,236,908

1,015,031

1,037,329

83,756

218,275

59,065

67,830

63,549

7,781,743

237,671

210,404

41,282

94,782

△69,104

48,491

△9,000

0

4,968

1,252

223

8,894

△14,276

△4,896

489

1,500

13,250

5,167,804

1,063,522

1,028,329

83,756

223,243

60,317

68,053

72,443

7,767,467

232,775

210,893

42,782

108,032

区　　　　　　分 補正前の額 補正額 計

補正前の額 補正額 計水 道 事 業 会 計

（単位：千円）

企
業
会
計

特
　
別
　
会
　
計
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問
　
検
診
で
自
己
負
担
の
減
額

が
さ
れ
て
い
る
が
、
受
診
率
が

下
回
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
平
成
27

年
は
大
分
受
診
率
が
伸
び
て
い

る
が
、
平
成
28
年
は
、
前
年
度

と
比
較
す
る
と
横
ば
い
状
態
か

若
干
下
が
っ
て
い
る
受
診
率
に

な
っ
て
い
る
。

　
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
1

年
置
き
に
受
診
す
る
方
が
多
い

傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

分
析
し
て
い
る
。

問
　
町
民
に
広
く
予
防
検
診
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
、
医
療
費

の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

受
診
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は
。

答
　
町
長
　
各
職
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
住
民
各
世
代
に

文
書
や
電
話
、
訪
問
等
を
し
な

が
ら
受
診
率
向
上
に
努
力
し
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
り
、
今
後

と
も
指
導
徹
底
を
し
、
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
は
消
費

税
が
延
び
た
給
付
か
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
消
費
税

の
改
定
が
あ
り
、
経
済
対
策
分

と
し
て
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

平
成
31
年
９
月
ま
で
の
２
年
半

分
１
人
当
た
り
１
万
５
０
０
０

円
を
給
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

期
間
に
つ
い
て
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
３
月
下

旬
に
申
請
書
を
発
送
し
、
支
給

開
始
が
５
月
初
旬
、
受
付
期
間

は
従
来
ど
お
り
３
カ
月
間
の
６

月
末
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
業
務
に
関
し
て
債
務
負
担

行
為
で
限
度
額
を
設
定
し
て
る

が
、
以
前
と
比
べ
る
と
相
当
な

金
額
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
が
、

そ
の
理
由
は
。

答
　
教
育
課
長
　
債
務
負
担
行

為
は
、
性
質
上
、
契
約
す
る
際

の
限
度
額
を
町
と
し
て
定
め
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
東

北
運
輸
局
で
現
在
定
め
て
い
る

バ
ス
運
賃
の
上
限
額
を
基
本
と

し
て
積
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
契
約
は
平
成
29
年
度

か
ら
５
カ
年
契
約
で
あ
る
。

問
　
小
学
校
費
の
児
童
健
康
診

断
検
査
業
務
の
減
額
に
つ
い
て
。

答
　
教
育
課
長
　
検
査
業
務
完

了
に
よ
る
請
差
等
に
よ
る
減
額
。

問
　
物
産
館
の
施
設
設
備
修
理

工
事
の
内
容
は
。

答
　
農
政
商
工
課
長
　
農
産
加

工
品
の
増
で
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
設

置
の
た
め
の
配
線
工
事
と
経
年

に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
故
障
の
修

繕
工
事
で
あ
る
。

問
　
住
民
バ
ス
の
管
理
に
つ
い

て
黒
煙
を
上
げ
走
行
す
る
バ
ス
、

町
に
も
苦
情
が
あ
る
と
思
う
が
、

修
理
は
し
て
い
る
の
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
当
課
で

も
把
握
し
修
理
を
予
定
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
車
両
も
期

間
を
要
す
る
部
分
が
あ
り
、
代

替
車
両
の
手
配
が
つ
き
次
第
、

点
検
修
理
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

次回定例議会 議
会
の

生
の
声
を

議
会
の

生
の
声
を

３月２日㈭から

３月17日㈮まで

午前10時～みなさんの傍聴を
お待ちしています

町
債
（
地
方
債
）

　
町
が
資
金
調
達
の
た
め
に

負
担
す
る
債
務
で
あ
っ
て
、

そ
の
返
済
が
一
会
計
年
度
を

超
え
て
行
わ
れ
る
も
の
（
将

来
に
わ
た
っ
て
少
し
ず
つ
返

済
し
て
い
る
も
の
）
を
い
い
、

つ
ま
り
「
町
の
借
金
」
の
こ

と
で
す
。

債
務
負
担
行
為

　
予
算
は
単
一
年
度
で
完
結

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
１

つ
の
事
業
や
事
務
が
単
年
度

で
終
了
せ
ず
に
後
の
年
度
に

お
い
て
も
「
負
担
＝
支
出
」

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

財
政
用
語

合
に
、
あ
ら
か
じ
め
後
の
年

度
の
債
務
を
約
束
す
る
こ
と

を
予
算
で
決
め
て
お
き
ま
す
。

こ
れ
を
債
務
負
担
行
為
と
い

い
ま
す
。

自
主
財
源

　
町
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
財
源
の
こ
と
で
、
町
税
、

分
担
金
及
び
負
担
金
、
使
用

料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、

寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、

諸
収
入
な
ど
が
あ
る
。
町
独

自
で
収
入
額
を
決
め
ら
れ
る

の
で
「
自
主
財
源
」
と
呼
ぶ
。



継  

続  

審  

査

　「
有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）
駆

除
対
策
に
対
す
る
補
助
の
増
額

及
び
広
域
連
携
の
制
度
化
を
求

め
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳

情
」
が
議
会
に
提
案
さ
れ
、
総

務
産
業
常
任
委
員
会
に
審
査
を

付
託
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
同
委
員
会
か
ら

「
採
択
す
べ
き
も
の
」
と
の
審

査
結
果
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
に

基
づ
き
本
会
議
で
採
決
し
た
結

果
、
全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し

た
。

【
陳
情
者
】

　
　
角
田
市
議
会

　
　
議
長
　
　
柄
目
　
孝
治

　
上
記
の
陳
情
が
本
町
議
会
に

提
出
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
次

の
意
見
書
が
議
員
提
案
さ
れ
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
趣
旨
】

　
宮
城
県
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

支
援
事
業
交
付
金
の
増
額
と
隣

接
自
治
体
間
及
び
各
猟
友
会
等

の
有
機
的
な
広
域
連
携
の
制
度

化
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
宮
城
県
知
事

県
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
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請
願

請
願

　
第
４
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ

た
次
の
請
願
・
陳
情
は
、
総
務

産
業
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
た
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
審
査
を
要
す
る
も

の
と
決
定
さ
れ
た
。

　
第
3
回
定
例
会
か
ら
引
き
続

き
、
「
赤
道
を
町
道
に
す
る
認

定
と
赤
道
の
拡
幅
並
び
に
大
栄

団
地
の
生
活
道
路
新
設
に
つ
い

て
の
請
願
」
を
継
続
審
査
と
決

定
し
ま
し
た
。

【
請
願
者
】

第
20
区
区
長
　
　
島
貫
　
守
幸

【
請
願
者
】

羽
生
行
政
区
長
　
大
友
　
仁
一

赤
道
並
び
に
土
側
溝
の
整
備

に
関
す
る
請
願
書

町
道
味
明
雉
子
喰
線
の
歩
道

設
置
要
望
に
つ
い
て

「
高
額
療
養
費
制
度
」

「
後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
」

見
直
し
の
慎
重
審
議
と
現
行

制
度
継
続
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

【
陳
情
者
】

宮
城
県
保
険
医
協
会

理
事
長
　
　
井
上
　
博
之

【
陳
情
趣
旨
】

　
「
高
額
療
養
費
制
度
」
の
月

額
自
己
負
担
上
限
引
き
上
げ
と

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の

自
己
負
担
を
原
則
１
割
か
ら
２

割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
国
に
対
し
て
慎
重
審
議
を

行
う
こ
と
の
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
。

陳
情

陳情陳情

意
見
書

意
見
書

有
害
鳥
獣
（
イ
ノ
シ
シ
）

駆
除
対
策
に
対
す
る
陳
情

地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
へ
の

加
入
を
求
め
る
意
見
書

　
本
会
議
で
採
決
し
た
結
果
全

会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
の
趣
旨
】

　
国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や

地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め

の
法
整
備
を
早
急
に
実
現
す
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
。

【
提
出
先
】

　
衆
参
両
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　
内
閣
官
房
長
官

　
財
政
大
臣

　
厚
生
労
働
大
臣
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大郷町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正について
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81

82
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84
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特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する
条例の一部改正について

職員の給与に関する条例の一部改正について

大郷町企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部改正について

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
について

大郷町税条例の一部改正について

大郷町国民健康保険税条例の一部改正について

大郷町コミュニティセンターの設置及び管理に関
する条例の一部改正について

大郷町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

大郷町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防
サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部改正について

大郷町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部
改正について

大郷町農業労働力調整協議会条例の廃止について

和解及び損害賠償の額の決定について

財産の貸付について 

工事請負契約の締結について 

工事請負変更契約の締結について

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

介護保険特別会計補正予算（第２号）

下水道事業特別会計補正予算（第２号）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

戸別合併処理浄化槽特別会計予算（第２号）

宅地分譲事業特別会計補正予算（第１号）

水道事業会計補正予算（第３号）

大郷町議会委員会条例の一部改正について

有害鳥獣（イノシシ）駆除対策に対する補助の増額及び
広域連携の制度化を求める意見書採択を求める陳情書

有害鳥獣（イノシシ）駆除対策に対する補助の増額
及び広域連携の制度化を求める意見書（案）

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める意
見書（案） 



　※一般質問の内容は、質問・答弁を広報編集常任委員会で要約したものを掲載しています。

１．石　垣　正　博

２．赤　間　茂　幸

３．石　川　壽　和

４．大　友　三　男

５．和　賀　直　義

６．千　葉　勇　治

７．若　生　　　寛

８．高　橋　重　信

10

11

12

13

14

15

16

17

質問者（登壇順） 質　　問　　事　　項　（通　告　順） ページ

１．水道事業の対策強化を

１．高齢者対策について
２．定住促進対策について

１．eスタイルおおさとについて
２．町民の定住にも手当を
３．国民健康保険無使用の方に光を

１．住民バス及び小中スクールバスの運行を委託しているアス
　　カ観光バスについて
２．異常気象で予想される大雨による水害対策について

１．若者の定住促進施策について
２．さらなる子育て支援について

１．公共事業の工期について
２．味明ニュータウン造成工事に伴う諸課題について

１．大郷町の魅力と情報の発信を

１．まちづくりは政策から
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対
策
強
化
で
水
の
安
全
を

安
全
な
水
の
供
給
に
努
め
る（
町
長
）

石垣　正博議員

　
本
町
の
水
道
施
設
は
老
朽
化

し
て
い
る
構
築
物
の
改
築
・
更

新
の
必
要
性
が
あ
る
。
長
寿
命

化
対
策
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

計
画
的
な
各
施
設
等
の
更
新
が

急
務
と
考
え
る
。

問
　
水
道
事
業
に
係
る
職
員
は

十
分
か
。

答
　
町
長
　
現
在
４
名
体
制
で
、

安
定
し
た
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
対
応
し
て
い
る
。

問
　
水
道
事
業
の
職
員
は
兼
務

が
３
名
、
専
任
が
１
名
の
体
制

で
本
当
に
十
分
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
緊
急
の

場
合
に
は
建
設
係
や
町
内
業
者

に
も
協
力
を
得
て
対
応
し
て
い

る
。

問
　
残
留
塩
素
濃
度
が
高
い
の

で
は
な
い
か
。
各
家
庭
の
水
道

水
を
調
べ
て
い
る
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
基
準
値

以
下
で
あ
る
。
一
部
の
家
庭
で

検
査
を
し
て
い
る
が
、
町
全
体

で
は
や
っ
て
い
な
い
。

問
　
水
質
検
査
の
強
化
を
。

答
　
町
長
　
基
準
値
以
下
に
努

め
、
安
全
な
水
を
供
給
す
る
。

問
　
施
設
・
送
配
水
管
の
老
朽

化
対
策
は
十
分
か
。

答
　
町
長
　
配
水
池
等
の
施
設

も
老
朽
化
し
て
お
り
、
故
障
や

破
損
と
い
っ
た
不
具
合
に
は
随

時
対
応
し
て
い
る
。

問
　
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
布

設
替
え
を
町
で
は
ど
う
対
応
し

て
い
く
つ
も
り
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
現
在
は

計
画
に
基
づ
い
た
整
備
で
は
な

く
、
耐
用
年
数
等
を
み
て
布
設

替
え
を
行
っ
て
い
る
。
財
政
的

な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
計
画
ま

で
い
か
な
く
と
も
、
老
朽
化
対

策
に
努
力
す
る
。

問
　
施
設
も
そ
う
で
あ
る
が
、

機
械
・
装
置
の
減
価
償
却
率
は

94
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と
進
ん
で

い
る
。
機
械
装
置
の
耐
震
状
況

は
ど
う
か
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
現
在
、

耐
震
化
さ
れ
て
い
る
施
設
は
な

い
。
改
築
・
更
新
計
画
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

問
　
生
活
密
着
型
イ
ン
フ
ラ
の

調
査
で
、
国
が
４
０
０
億
円
の

予
算
計
上
を
し
た
。
施
設
等
更

新
の
予
算
を
国
に
要
望
す
べ
き

で
は
。

答
　
町
長
　
老
朽
化
が
進
ん
で

お
り
、
町
村
会
を
通
し
、
国
に

要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
水
道
料
金
値
上
げ
の
考
え

は
。

答
　
町
長
　
具
体
的
な
料
金
値

上
げ
の
考
え
は
な
い
。

問
　
本
町
単
独
で
水
道
事
業
を

継
続
出
来
る
の
か
。

答
　
町
長
　
国
な
ど
に
働
き
か

け
な
が
ら
、
本
町
独
自
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
。

－町政を問う－　一般質問
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▲ライフラインの要（中村第二配水場）

水
道
事
業
の
対
策
強
化
を

耐
震
・
老
朽
化
対
策
を
急
げ



問
　
団
塊
の
世
代
が
大
量
に
退

職
し
た
現
状
に
お
い
て
、
高
齢

者
学
級
を
開
設
す
る
考
え
は
。

答
　
町
長
　
団
塊
の
世
代
も
対

象
と
な
る
学
習
会
は
、
喜
楽
喜

楽
倶
楽
部
は
も
ち
ろ
ん
各
年
代

を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
多
様
化
・
高
度
化
し

て
い
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
工

夫
を
こ
ら
し
た
学
習
の
場
を
提

供
し
て
い
く
。

問
　
屋
根
付
き
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
を
造
り
、
中
核
施
設
を
整

備
し
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

て
は
。

答
　
町
長
　
既
存
の
体
育
施
設

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
高

齢
者
の
方
々
が
気
軽
に
参
加
し
、

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
な

教
室
の
開
催
な
ど
も
検
討
す
る
。

問
　
町
有
地
を
宅
地
造
成
し
町

外
の
人
に
分
譲
し
、
人
口
増
加

を
図
る
考
え
は
。
ま
た
田
園
地

帯
の
宅
地
造
成
を
町
が
実
施
す

る
考
え
は
。

答
　
町
長
　
高
崎
団
地
分
譲
を

平
成
30
年
4
月
を
目
標
に
販
売

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
田
園
地
帯
の
宅
地
造
成
は

大
郷
町
総
合
計
画
に
よ
り
、
民

間
活
力
等
を
導
入
し
た
住
宅
地

整
備
を
計
画
し
て
い
く
。

問
　
宅
地
造
成
を
す
る
場
合
、

分
譲
の
支
援
策
と
し
て
、
一
定

期
間
無
償
で
事
後
有
償
譲
渡
と
、

一
定
期
間
有
料
で
事
後
無
償
譲

渡
の
方
法
が
あ
る
が
、
具
体
的

構
想
は
あ
る
の
か
。

答
　
町
長
　
住
宅
を
建
設
す
る

際
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
さ

れ
、
そ
の
条
件
と
し
て
、
土
地

・
建
物
に
抵
当
権
が
設
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
分
譲
地

を
買
い
取
っ
て
い
た
だ
く
。

問
　
定
年
後
の
居
住
地
と
し
て

田
舎
思
考
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

定
年
退
職
者
へ
の
住
宅
支
援
に

対
す
る
考
え
で
、
定
年
退
職
者

が
転
入
し
て
も
人
口
増
に
は
な

る
が
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
ず
、

高
齢
化
を
高
め
る
。
希
望
者
の

年
齢
制
限
は
す
る
の
か
。

答
　
町
長
　
町
所
有
の
分
譲
に

当
た
り
、
年
齢
制
限
を
設
け
る

予
定
は
な
い
。
活
性
化
に
つ
な

が
ら
な
い
こ
と
は
危
惧
さ
れ
る

が
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。

若
者
の
移
住
促
進
を
す
る
た
め

住
宅
取
得
支
援
事
業
の
中
で
、

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

▲人口減に歯止めを（完成が待たれる鶉崎地区の高崎団地）
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一般質問　－町政を問う－

高齢者に学習と健康づくりの場を

多様化・高度化しているニーズに対応していく（町長）

赤間　茂幸議員

定
住
促
進
に
つ
い
て

高
齢
者
に
学
び
の
機
会
を

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
ら
　
き

ら



脱
メ
タ
ボ
対
策
の
推
進
を

保
健
指
導
の
利
用
勧
奨
に
努
め
て
い
く（
町
長
）

石川　壽和議員

問
　
メ
タ
ボ
診
断
・
指
導
を
受

け
た
人
の
推
移
は
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
27
年
度

の
保
健
指
導
該
当
者
が
21
・
8

％
で
昨
年
よ
り
上
昇
し
、
特
定

保
健
指
導
へ
の
参
加
率
は
37
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
と
上
昇
し
て
い

る
。

問
　
指
導
を
受
け
な
い
人
の
理

由
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
職
員
に
よ
る
聞
き

取
り
の
結
果
、
①
既
に
通
院
や

服
薬
を
受
け
て
い
る
。
②
仕
事

が
忙
し
い
な
ど
時
間
が
取
れ
な

い
。
③
自
分
で
対
応
で
き
る
、

受
け
る
気
持
ち
が
な
い
な
ど
で

あ
る
。

問
　
メ
タ
ボ
の
危
険
性
な
ど
の

町
民
の
方
へ
の
教
育
も
必
要
と

思
う
が
所
見
を
伺
う
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
行
政
区

の
行
事
に
合
わ
せ
、
専
門
職
が

講
話
す
る
時
間
を
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
文
書
を
差
し

上
げ
て
い
る
が
、
今
年
度
の
実

施
状
況
は
２
件
程
度
で
あ
る
。

今
後
も
依
頼
・
周
知
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
糖
尿
病
の
判
定
境
界
域
以

上
の
方
が
町
民
の
９
割
と
聞
い

て
い
る
が
対
策
を
伺
う
。

答
　
保
健
福
祉
課
長
　
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
計
画
の
中
で
重
症
化
対

策
と
い
う
事
業
が
あ
り
、
総
合

的
な
対
策
と
し
て
、
高
血
圧
に

重
点
を
置
き
、
糖
尿
病
も
含
む
、

総
合
的
な
指
導
を
計
画
し
て
い

る
段
階
で
あ
る
。

問
　
町
外
か
ら
の
移
住
者
と
町

民
の
新
築
定
住
支
援
の
差
を
伺

う
。

答
　
町
長
　
住
宅
取
得
支
援
事

業
は
、
対
象
を
高
崎
団
地
及
び

29
年
４
月
１
日
以
降
に
分
譲
を

予
定
し
て
い
る
民
間
の
団
地
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
分
譲
地
を

取
得
し
、
２
年
以
内
に
住
宅
建

築
し
た
者
で
高
校
生
以
下
の
扶

養
親
族
が
同
居
す
る
世
帯
に
補

助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
町

内
居
住
者
も
対
象
と
な
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
を
１
年
間

使
わ
な
か
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
病

院
の
お
世
話
に
な
ら
な
か
っ
た

町
民
の
数
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
平
成
27
年
度
に
お

い
て
は
、
２
２
０
名
で
世
帯
数

は
86
世
帯
で
あ
る
。

問
　
対
象
者
に
な
に
か
光
を
あ

て
ら
れ
な
い
か
と
思
う
。
例
え

ば
記
念
日
に
表
彰
す
る
、
次
年

度
の
住
民
検
診
を
す
べ
て
無
料

に
す
る
、
町
の
広
報
に
名
前
を

掲
載
す
る
な
ど
で
き
な
い
か
所

見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
加
入
者
間
の
不
公

平
感
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
国

民
健
康
保
険
は
加
入
者
全
員
の

扶
助
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

１
年
病
院
に
行
か
な
か
っ
た
自

分
に
感
謝
し
つ
つ
、
次
の
年
を

迎
え
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
う
。

－町政を問う－　一般質問

▲脱メタボ対策の推進を
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既
存
住
民
に
も
住
宅
支
援
を



問
　
平
成
29
年
早
々
に
、
小
中

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
入
札
が
行

わ
れ
る
と
思
う
が
、
苦
情
や
法

令
違
反
が
あ
っ
た
ア
ス
カ
観
光

バ
ス
を
入
札
資
格
停
止
に
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
指
摘
を
受
け
た
事

項
に
つ
い
て
、
安
全
教
育
計
画

に
基
づ
き
、
改
善
指
導
や
確
認

し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問
　
平
成
27
年
２
月
９
日
の
臨

時
議
会
で
、
運
輸
規
則
や
道
路

運
送
法
に
違
反
し
、
行
政
処
分

を
受
け
て
い
る
ア
ス
カ
観
光
バ

ス
を
指
定
管
理
者
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
議
会
に
提
案

し
た
の
か
。

答
　
町
長
　
公
の
施
設
の
効
率

的
な
運
用
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
ら
れ
る
と
判
断
し
、
現
事
業

者
を
指
定
管
理
者
と
し
て
提
案

し
た
。

問
　
９
月
議
会
以
降
、
町
に
苦

情
は
何
件
き
て
い
る
か
。

答
　
企
画
財
政
課
長
　
６
件
き

て
い
る
。

問
　
運
輸
局
か
ら
２
回
目
と
な

る
、
28
年
６
月
に
も
行
政
処
分

を
受
け
苦
情
も
多
い
、
町
の
契

約
解
除
要
件
を
満
た
す
と
思
わ

れ
る
ア
ス
カ
観
光
バ
ス
を
、
㈱

お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社
同
様

契
約
解
除
処
分
を
し
、
他
の
バ

ス
会
社
を
指
定
管
理
者
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答
　
町
長
　
現
在
、
改
善
指
導

や
確
認
等
を
行
っ
て
い
る
最
中

で
あ
り
、
契
約
解
除
の
考
え
は

な
い
。

問
　
大
雨
に
よ
る
吉
田
川
堤
防

決
壊
、
ま
た
各
所
に
お
い
て
土

砂
災
害
、
冠
水
被
害
な
ど
も
想

定
さ
れ
、
本
町
独
自
の
水
害
対

策
を
一
層
強
化
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
本
町
の
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
い
て
、
「
風
水
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
っ

か
り
果
た
し
、
更
な
る
減
災
の

対
策
を
継
続
し
て
い
く
。

問
　
平
成
27
年
の
水
害
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
に
、
一
世
帯
に
つ

き
３
万
円
の
見
舞
金
が
町
か
ら

出
て
い
る
が
、
本
町
独
自
の
災

害
特
別
基
金
を
作
り
、
見
舞
金

の
増
額
を
図
っ
て
は
。

答
　
町
長
　
災
害
対
策
基
本
法

の
大
災
害
を
受
け
た
場
合
と
異

な
り
、
町
の
財
政
力
に
応
じ
た

内
容
で
定
め
て
い
て
、
災
害
特

別
基
金
創
設
や
見
舞
金
の
増
額

は
考
え
て
い
な
い
。

▲子供の安全を第一に

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号13

一般質問　－町政を問う－

スクールバス委託業者の再考を

安全教育計画に基づき、改善指導を行っている（町長）

大友　三男議員

異
常
気
象
で
予
想
さ
れ
る

大
雨
に
対
し
て
の
水
害
対
策
は

住
民
バ
ス
指
定
管
理
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
委
託
に
つ
い
て



若
者
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を

定
住
促
進
・
子
育
て
支
援
を
充
実（
町
長
）

和賀　直義議員

問
　
若
者
が
生
き
生
き
と
輝
く

地
域
を
築
く
こ
と
は
未
来
の
大

郷
を
盤
石
せ
し
め
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。
実
現
の
た
め
の
定
住

促
進
施
策
を
。

答
　
町
長
　
空
き
家
バ
ン
ク
の

制
度
に
よ
り
、
３
世
帯
の
移
住
、

さ
ら
に
１
世
帯
が
見
込
め
る
。

空
き
家
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
の
対
象
と
し
、
高
校
生

以
下
の
子
が
い
る
世
帯
の
助
成

を
30
万
円
、
町
外
か
ら
の
居
住

者
は
50
万
円
を
限
度
と
し
、
移

住
を
促
進
し
て
い
る
。
高
崎
団

地
及
び
一
定
規
模
の
民
間
分
譲

地
を
取
得
し
、
高
校
生
以
下
の

扶
養
親
族
が
同
居
す
る
世
帯
で
、

２
年
以
内
に
住
宅
建
築
し
た
場

合
に
補
助
金
を
交
付
す
る
。

問
　
１
等
地
に
若
者
の
低
廉
な

住
宅
を
。

答
　
町
長
　
中
村
地
区
に
希
望

の
郷
団
地
の
賃
貸
集
合
住
宅
を

計
画
、
高
校
生
以
下
の
家
族
の

数
に
応
じ
て
家
賃
の
減
額
を
計

画
し
て
い
る
。

問
　
若
者
が
常
時
集
え
る
場

（
青
年
会
館
）
等
の
設
置
を
。

答
　
町
長
　
若
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
中
央
公
民
館
、
文
化

会
館
等
を
有
効
活
用
す
る
よ
う

努
め
る
。

問
　
海
外
で
の
語
学
研
修
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
若
者
を
応
援
す
る

「
若
者
の
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援

事
業
」
の
創
設
を
。
地
域
の
魅

力
創
造
に
つ
な
が
る
。

答
　
町
長
　
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
定
住
の
き
っ
か
け
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
る
か
検
証

す
る
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
子
育
て
支
援
の
重
点
施
策

は
。

答
　
町
長
　
出
産
祝
金
、
不
妊

治
療
費
の
助
成
、
結
婚
応
援
事

業
を
創
設
し
、
27
年
度
か
ら
医

療
費
の
助
成
を
18
歳
ま
で
拡
充

し
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
家

庭
へ
絵
本
を
配
付
す
る
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
事
業
を
検
討
し
て
い

る
。

問
　
出
産
祝
金
を
増
額
で
き
な

い
か
。

答
　
町
長
　
今
年
度
よ
り
第
１

子
１
万
円
、
第
２
子
２
万
円
、

第
３
子
３
万
円
、
第
４
子
５
万

の
事
業
を
創
設
し
た
。

問
　
経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
小
・
中
学
校
に
入
学
時
に

お
祝
い
を
贈
る
「
入
学
応
援
事

業
」
の
創
設
を
。

答
　
町
長
　
小
学
校
入
学
時
に

一
人
１
万
５
０
０
０
円
を
限
度

と
す
る
支
援
制
度
の
創
設
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ス
マ
ホ
を
活
用
し
、
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
情
報
を
提
供
す
る

「
子
育
て
応
援
ア
プ
リ
」
の
作

成
を
。

答
　
町
長
　
国
は
「
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
」
を
活
用
し
た
「
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
を
注
視

し
検
討
し
て
い
く
。
現
在
は
メ

ル
マ
ガ
に
て
情
報
を
提
供
。

－町政を問う－　一般質問

▲若者が輝く大郷町に・・・（成人式）

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号 14

さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
を



問
　
開
発
調
整
会
議
（
本
町
の

重
要
な
土
地
の
活
用
に
つ
い
て

協
議
）
で
、
宅
地
造
成
業
者
側

か
ら
、
議
会
に
も
示
さ
れ
て
い

な
い
「
新
町
道
建
設
計
画
」
の

設
計
図
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

町
の
構
想
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

答
　
町
長
　
業
者
が
示
し
て
い

る
新
町
道
計
画
に
つ
い
て
町
は

全
く
計
画
し
て
い
な
い
。
社
長

か
ら
多
く
の
夢
み
た
い
な
話
が

出
さ
れ
て
い
る
が
「
味
明
タ
ウ

ン
」
は
当
初
か
ら
県
道
に
接
続

し
て
い
た
だ
く
の
が
基
本
と
考

え
て
い
る
。

問
　
造
成
工
事
に
つ
い
て
再
三

に
わ
た
り
工
期
延
期
の
申
請
が

出
さ
れ
て
い
る
。
民
間
活
力
に

よ
る
町
づ
く
り
を
町
政
指
針
の

柱
に
据
え
て
い
る
町
長
と
し
て
、

信
頼
に
疑
念
を
抱
か
せ
る
よ
う

な
業
者
に
町
づ
く
り
を
託
し
て

問
題
は
な
い
の
か
。

答
　
町
長
　
以
前
に
社
長
か
ら

「
町
長
の
沢
田
に
味
明
タ
ウ
ン

造
成
土
を
埋
め
た
ら
あ
の
土
は

な
く
な
る
」
等
と
の
話
を
私
は

打
診
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。
宅

地
造
成
計
画
が
「
土
を
と
る
た

め
の
開
発
」
と
思
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
業
者
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
よ
く
理
解
し
な
け
れ
ば
駄

目
だ
と
改
め
て
痛
感
し
て
い
る

が
、
こ
れ
か
ら
も
早
期
に
宅
地

造
成
が
完
工
す
る
よ
う
し
っ
か

り
指
導
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
内
公
共
事
業
の
工
期
延

期
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

27
年
度
の
公
共
事
業
数
と
延
期

件
数
は
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
73
件
の

発
注
中
24
件
の
工
期
延
期
が
あ

り
（
32
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
）
、

う
ち
13
件
が
27
年
９
月
９
日
〜

11
日
に
発
生
し
た
台
風
18
号
と

豪
雨
災
害
に
よ
る
も
の
で
、
年

度
内
完
工
が
困
難
と
判
断
し
工

期
延
期
し
て
い
る
。

問
　
自
然
災
害
以
外
で
の
工
期

延
期
の
理
由
と
し
て
、
農
繁
期

と
重
な
り
農
道
等
の
使
用
制
限

が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

よ
く
考
慮
し
発
注
す
べ
き
で
は
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
工
場
製

品
等
に
日
数
を
要
し
て
年
度
を

ま
た
ぐ
場
合
も
あ
る
の
で
、
今

後
さ
ら
に
工
事
発
注
に
つ
い
て
、

地
域
状
況
を
よ
く
把
握
・
調
査

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
工
事
請
負
業
者
の
責
任
に

よ
る
工
期
が
延
期
さ
れ
た
場
合

の
町
側
に
対
す
る
損
害
金
や
指

名
停
止
な
ど
業
者
へ
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
副
町
長
　
履
行
遅
延
の
場

合
に
お
け
る
損
害
金
等
に
つ
い

て
は
工
事
請
負
契
約
書
に
明
記

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
正
当
な
理

由
が
な
く
契
約
に
違
反
し
た
場

合
は
指
名
停
止
に
該
当
す
る
と

い
う
条
件
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

▲地域住民から早い全面開通が求められている大松沢上戸線

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号15

一般質問　－町政を問う－

味明タウンへの町道計画はあるのか

全く計画していない（町長）

千葉　勇治議員
味
明
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

造
成
工
事
に
伴
う

諸
課
題
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
工
期
に
つ
い
て



大
郷
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
の
委
嘱
を

町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
内
部
検
証
す
る（
町
長
）

若生　　寛議員

問
　
特
産
品
の
開
発
と
販
売
促

進
に
努
力
を
。

答
　
町
長
　
町
特
産
の
モ
ロ
ヘ

イ
ヤ
、
キ
ク
イ
モ
を
使
用
し
、

「
常
の
モ
ロ
餃
子
」
を
開
発
。

新
聞
等
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
今
後
と
も
関
係
団
体
一

体
と
な
り
「
常
の
モ
ロ
」
ブ
ラ

ン
ド
力
を
活
か
し
た
商
品
開
発

と
マ
ス
コ
ミ
を
利
用
し
た
販
売

拡
充
に
努
め
る
。

問
　
「
常
の
モ
ロ
餃
子
」
等
、

特
産
品
を
Ｊ
Ｒ
駅
構
内
で
販
売

を
。

答
　
農
政
商
工
課
長
　
商
品
の

精
度
を
高
め
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
考
え
る
。

問
　
本
町
産
の
牛
肉
を
町
内
で

食
す
る
こ
と
が
出
来
る
場
所
の

実
現
を
。

答
　
町
長
　
牛
肉
は
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
で
大
好
評
だ
。
物

産
館
で
実
現
す
る
よ
う
勉
強
す

る
。

問
　
支
倉
常
長
公
を
利
用
し
た

町
の
情
報
発
信
を
。

答
　
町
長
　
支
倉
常
長
メ
モ
リ

ア
ル
パ
ー
ク
の
整
備
、
物
産
館

で
の
常
長
公
偉
業
の
パ
ネ
ル
常

設
展
示
、
観
光
情
報
誌
、
マ
ス

コ
ミ
に
、
「
常
の
モ
ロ
」
ブ
ラ

ン
ド
商
品
等
を
活
用
し
情
報
発

信
に
努
め
る
。

問
　
町
内
で
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

の
周
知
に
防
災
無
線
の
活
用
を
。

答
　
総
務
課
長
　
主
催
者
の
希

望
に
よ
り
放
送
は
可
能
。
今
後

は
主
催
者
に
意
向
を
確
認
し
対

応
す
る
。

問
　
大
郷
ふ
る
さ
と
広
報
大
使

の
委
嘱
を
。

答
　
町
長
　
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
内
部
検
証

す
る
。

問
　「
羽
生
田
植
踊
」「
宮
林
神

楽
」
を
授
業
を
通
し
て
体
験
し
、

社
会
人
と
な
り
、
そ
の
思
い
出

を
基
に
大
郷
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
欲

し
い
。

答
　
教
育
長
　
地
域
の
理
解
が

必
要
だ
。
30
年
く
ら
い
前
に
中

学
校
の
運
動
会
で
「
宮
林
神

楽
」
「
羽
生
田
植
踊
」
を
実
施

し
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
過
剰
と
な

り
、
実
施
可
能
か
方
策
を
検
討

す
る
。

問
　
本
町
出
身
の
著
名
人
、
高

校
、
専
門
学
校
、
大
学
を
卒
業

し
就
職
さ
れ
る
方
、
大
郷
中
卒

業
生
に
対
し
広
報
大
使
の
委
嘱

を
。

答
　
教
育
長
　
本
町
出
身
者
は

意
外
に
近
隣
市
町
村
に
存
在
し

て
い
る
。
「
支
民
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
本
町
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
に
「
支
民
」
と
い
う
立
場

の
人
々
を
増
や
し
本
町
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
。

問
　
「
常
の
モ
ロ
」
を
多
い
に

活
用
し
多
方
面
に
派
遣
し
本
町

の
Ｐ
Ｒ
を
。

答
　
農
政
商
工
課
長
　
27
年
度

33
件
出
動
し
活
躍
、
こ
れ
か
ら

も
多
い
に
活
用
し
て
い
く
。

－町政を問う－　一般質問

▲ゆるキャラ等の活用で町の知名度アップを（夏まつりで集合）

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号 16



▲

楽
し
い
給
食

▲有事に支障が懸念される狭い道路

路
、
支
障
な
く
緊
急
車
両
が
通

行
で
き
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　
道
路
の
狭
い
地
域
は
、
拡

幅
す
べ
き
で
あ
る
。
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
一
般
車
両
が
す
れ

違
い
す
る
に
は
、
狭
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　
区
長
さ
ん
等
と
話
し
合
い
、

退
避
場
所
等
が
あ
れ
ば
良
い
か

と
考
え
る
。
前
向
き
に
そ
の
よ

う
な
道
路
の
解
消
に
努
め
て
い

き
た
い
。

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号17

一般質問　－町政を問う－

まちづくりは政策から

平成23年度から給食費の２割助成（町長）

高橋　重信議員
問
　
学
校
給
食
費
の
完
全
無
料

化
、
出
産
祝
金
の
充
実
な
ど
に

よ
り
、
定
住
化
促
進
策
へ
の
強

化
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

答
　
町
長
　
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
平
成
23
年
度
か
ら
給

食
費
の
２
割
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
る
。

問
　
政
務
活
動
で
中
之
条
町
と

南
牧
村
の
二
町
村
を
視
察
、
給

食
の
無
料
化
と
子
ど
も
手
当
の

取
り
組
み
を
研
修
し
て
き
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
子
ど

も
達
で
あ
る
」
と
、
首
長
自
ら

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
今
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

急
務
で
あ
り
教
育
に
関
す
る
保

護
者
の
負
担
は
大
き
い
。
町
で

子
育
て
を
支
え
る
制
度
の
強
化

が
必
要
で
あ
る
が
、
所
見
を
伺

う
。

答
　
町
長
　
完
全
無
料
化
は
幼

稚
園
、
小
中
学
校
あ
わ
せ
て
年

間
３
２
０
０
万
の
財
源
確
保
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
２
割

助
成
の
制
度
を
継
続
し
て
い
く
。

出
産
祝
金
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
か
ら
第
１
子
１
万
円
、
第
２

子
２
万
円
、
第
３
子
３
万
円
、

第
４
子
以
降
５
万
円
を
給
付
す

る
。

問
　
９
月
に
住
宅
火
災
が
発
生
、

道
幅
が
狭
く
、
一
般
車
両
が
消

防
自
動
車
の
通
行
の
妨
げ
に
な

っ
た
。
緊
急
車
両
の
通
行
が
困

難
な
道
路
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

あ
る
な
ら
早
急
な
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答
　
地
域
整
備
課
長
　
町
道
の

整
備
は
、
要
綱
に
基
づ
い
て
整

備
し
て
い
る
。
町
道
、
生
活
道

緊
急
車
両
通
行
に
困
難
な

道
路
は
い
く
つ
あ
る
か
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12月7日と8日の定例議会に、大郷小６年生の皆さんが傍聴に来てくれました。ここではその時の感想文の一部を紹介します。

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号19

　今日の議会見学は、とても静かな
中で話し合われていました。
　話し合っていた内容は、高齢者へ
の対策と、水道管を直すことについ
てでした。
　私のぴいおばあちゃんは「いきい
き教室」というのに行っています。
いつも帰ってきて「今日はこんなの
やったんだよ。」と楽しそうに話し

てくれて（楽しかったんだなぁ）と思います。なので、
「いきいき教室」のような対策をこれからもやって
いってほしいです。
　私が見ていて感じたのは、時には言い争うように話
している議員さんたちは
みんな「大郷町のために、
真剣に話し合ってくれて
いる」ということです。
これからも大郷町のため
に頑張ってほしいです。

　ぼくは議会を見学して分かったことが
たくさんありました。
　一つは、特産物の開発と販売促進につ
いてです。大郷産の仙台牛をもっとPR
していってほしいと思いました。
　二つ目は支倉常長のことです。常長を
PRするには、イベントを開いて魅力を
伝えられればいいと思います。
　三つ目は、ふるさと広報大使のことで
した。大郷をよく知っている人で大きく
PRしてくれる人をさがしているという
ことでした。
　このような議会を初めて見て、議員さ
んや役場の人たちは、大郷町のことを必
死に考えていることが分かりました。そ
して大郷町のことを知ってもらいたいと
いう強い思いがあることが分かって、感
動しました。

大郷小
６年生

くまがい　　　なのか
６年２組

熊谷　菜花 さん
（山崎）

　議員さんたちが話し合っている様子を
見て、興味をもったことは、高齢者対策
についてです。家に帰ってから祖母に詳
しく聞いてみると「高齢者が元気に過ご
せるように、役場でいろいろ工夫してく
れているんだよ。」と教えてくれました。
これからも高齢者がますます増えていき
ます。新しい取組を考えていきたいとい
う要望に、町長さんは、前向きに考えて
いるということを答えていました。私は、
高齢者問題への対策として、「〇〇クラ
ブ」というものを、もっと増やしていく
ことがよいと思います。高齢者の方々が、
楽しく過ごす機会が増えるからです。
　これからも議員さんたちに、大郷町の
ことをたくさん話し合ってもらうことで、
よりよい大郷町にしてほしいと思います。

お ざわ　　 かりん
６年２組

小澤　花梨 さん
（山崎）

　議員さんは、大郷町の魅力と情報発信
について質問していました。
　私は今まで、大郷町の特産物のことを
あまり考えたことがありませんでした。
特産物の開発や常のモロのさまざまな
グッズは、あんなに話し合ってできてい
ることが分かりました。大郷町がより良
くなるように、たくさん話し合われてい
ることに、驚きと感動がありました。私
たちも、もっと大郷町のことを知ること
が大切だと思います。
　なぜこんなにPRしているのに、大郷
町があまり知られていないのか疑問に思
いました。それで私は、支倉常長祭りな
どというお祭りを、一年に一回やってみ
たらよいのではないかと思いました。

おいかわ
６年１組

及川　ゆら さん
（味明）

くまがい　　はや と
６年１組

熊谷　颯斗 さん
（木ノ崎）
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総務
産業

教育
民生

と
が
予
測
さ
れ
る
。
今
後
、
望

ま
し
い
総
面
積
、
場
所
を
具
体

的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
大

幅
な
規
制
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
、
技
術
の

進
歩
な
ど
の
諸
環
境
の
変
化
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
町
と
し
て
今

後
も
よ
り
よ
い
内
容
に
な
る
よ

　
県
に
よ
る
農
地
中
間
管
理
機

構
制
度
事
業
の
交
付
単
価
等
の

変
更
は
多
く
の
農
家
に
大
き
な

不
安
を
与
え
て
い
る
。
農
家
・

営
農
集
団
が
安
定
的
な
経
営
が

で
き
る
よ
う
な
、
ま
た
離
農
す

る
農
家
が
安
心
し
て
農
地
を
任

せ
ら
れ
る
、
農
政
の
展
開
並
び

に
一
貫
性
を
強
く
求
め
る
。

　
町
内
の
広
範
囲
に
わ
た
り
太

陽
光
施
設
が
設
置
、
ま
た
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
の
土
地

利
用
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
に
少

な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
、
将

来
に
わ
た
り
支
障
を
き
た
す
こ

委員会活動リポート
農
地
中
間
管
理
機
構
制
度
に
つ
い
て

▲大郷には歴史的資料がいっぱい

総務
産業
農
業
振
興
、土
地
利
用
計
画
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査（
11
月
11
日
）

教育
民生
社
会
教
育
施
設
の
充
実
を

歴
史
民
俗
資
料
館
準
備
室
と
文
化
会
館
を
調
査（
11
月
11
日
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
現
状
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

開
発
指
導
要
綱
の
改
正
を

う
随
時
見
直
し
を
行
い
、
開
発

行
為
が
町
民
生
活
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
指
導
要
綱
の
改
正

な
ど
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▲担当課長より資料に基づき説明を受けた

　
歴
史
民
俗
資
料
館
準
備
室

（
大
松
沢
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
）
に
展
示
・
所
蔵
さ
れ
て
い

る
資
料
は
町
の
歴
史
を
知
る
う

え
で
大
変
貴
重
な
も
の
が
多
数

あ
り
、
町
の
大
き
な
財
産
で
あ

る
。
町
内
外
の
人
々
が
、
何
時

で
も
見
学
で
き
る
よ
う
、
早
期

の
実
現
を
望
む
。
教
育
長
の
歴

史
的
資
料
の
詳
細
な
説
明
を
聞

き
感
銘
を
受
け
た
が
、
教
育
長

に
続
く
説
明
者
が
い
な
い
と
の

こ
と
な
の
で
、
早
急
に
説
明
員

の
育
成
を
望
む
。

歴
史
民
俗
資
料
館
準
備
室

の
展
示
内
容

文
化
会
館
の
外
壁
を
調
査

　
交
通
量
の
多
い
、
町
の
中
心

部
に
あ
る
文
化
会
館
は
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
的
施
設
で
あ
る
。
汚

れ
が
酷
く
な
っ
て
い
る
外
壁
等

を
早
急
に
改
修
し
、
町
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
力
さ
れ
た
い
。

おおさとみんなの議会／平成29年２月／185号 20
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委員会活動リポート

議会
改革

議会
広報
議会
広報

　
議
会
報
告
会
で
は
皆
さ
ん
の

日
々
の
生
活
に
直
結
し
て
い
る

29
年
度
予
算
内
容
に
つ
い
て
報

告
。
同
時
に
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

議
会
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い
く

考
え
で
す
。

　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

（
議
長
を
除
く
13
名
）
で
は
議

会
の
動
き
が
よ
く
わ
か
る
よ
う

「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
・
町

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
「
議
会
報

告
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
29
年
度
予
算
内
容
が
審
議
さ

れ
る
３
月
定
例
議
会
後
で
準
備

が
整
う
５
月
頃
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
議
長
を
含
む
14
名
の
全
議
員

で
２
班
を
編
成
、
２
日
間
に
わ

た
り
旧
小
学
校
単
位
の
４
カ
所

で
行
う
予
定
で
す
。

議
会
報
告
会
の
開
催

▲議会広報研究会に参加

議会
改革
「
町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
」

よ
り
良
い
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
政
区
長
さ
ん
と
協
力
し
て

　
開
催
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
行
政
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
関

係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▲議会報告会について内容を検討

　
議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

は
、
各
種
研
修
会
に
積
極
的
に

参
加
し
、
町
民
に
分
か
り
や
す

い
議
会
広
報
の
在
り
方
を
学
ん

で
い
ま
す
。

　
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
の
編

集
に
、
悪
戦
苦
闘
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
研
修
の
成
果
を
生
か

せ
る
よ
う
、
今
後
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

広
報
は
議
会
と
住
民
と

の
良
好
な
関
係
づ
く
り

【
研
修
会
に
参
加
】

10
月
25
日
〜
26
日

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー

（
東
京
都
千
代
田
区
）

　
　
　
　
　
　
６
名
参
加

11
月
７
日

宮
城
県
自
治
会
館

　
　
　
　
　
　
５
名
参
加

全
国
町
村
議
会

広
報
研
修
会

宮
城
県
町
村
議
会

議
会
広
報
研
究
会



企業
誘致

振興
公社

放
射
光
推
進
協
議
会
と
し
て
、

宮
城
県
知
事
、
東
北
大
学
総
長

へ
要
望
活
動
な
ど
し
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
内
に
量
子

科
学
技
術
委
員
会
量
子
ビ
ー
ム

利
用
推
進
小
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
毎
月
１
回
会
議
を
開
催
し
、

今
後
の
方
向
が
決
定
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
た
め
、
町
と
し
て
も

情
報
収
集
等
を
図
る
べ
き
で
あ

　
企
業
誘
致
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
は
、
平
成
28
年
12
月

22
日
午
後
13
時
30
分
よ
り
役
場

第
３
委
員
会
室
に
お
い
て
、

「
企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
遠
藤
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
長
、
菅
野
課

長
補
佐
、
赤
間
企
業
誘
致
係
長

よ
り
説
明
を
受
け
調
査
を
実
施

し
た
。

・
企
業
誘
致
の
現
状
に
つ
い
て

　
川
内
流
通
工
業
団
地
は
、
す

で
に
完
売
し
て
い
る
。
新
た
に

企
業
誘
致
で
き
る
土
地
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

・
東
北
放
射
光
施
設
誘
致
に
つ

い
て

　
６
月
14
日
、
黒
川
地
域
東
北

委員会活動リポート

条
件
整
備
を

▲委員会の開催状況

企業
誘致
企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み（
12
月
22
日
）

上
期
の
決
算
と
事
業
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
調
査（
12
月
16
日
）

振興
公社

る
。

・
所
感

　
企
業
誘
致
す
る
た
め
の
条
件

整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

▲完売した川内流通工業団地

　
㈱
お
お
さ
と
地
域
振
興
公
社

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
は

平
成
28
年
12
月
16
日
、
役
場
第

３
委
員
会
室
に
お
い
て
、
お
お

さ
と
地
域
振
興
公
社
社
長
、
企

画
財
政
・
農
政
商
工
課
長
よ
り

説
明
を
受
け
調
査
を
実
施
し
た
。

　
公
社
の
平
成
28
年
度
中
間
決

算
で
は
、
営
業
利
益
で
４
５
４

万
円
、
経
常
利
益
で
６
７
５
万

円
を
計
上
、
前
年
同
期
と
比
較

し
変
わ
り
な
い
経
営
内
容
で
推

移
し
て
い
る
。

　
今
年
企
画
し
た
道
の
駅
テ
ナ

ン
ト
出
店
希
望
者
募
集
で
は
、

「
適
正
な
テ
ナ
ン
ト
先
な
し
」

と
い
う
こ
と
で
決
ま
ら
な
か
っ

た
。

経
営
改
善
の
努
力
を

　
財
務
内
容
で
は
、
フ
ァ
ー
ム

ガ
ー
デ
ン
事
業
で
発
生
し
た
、

多
額
の
負
債
を
抱
え
て
お
り
、

地
域
振
興
公
社
と
し
て
改
革
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
財
政
健

全
化
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

　
公
社
が
営
業
基
盤
・
内
部
体

制
の
強
化
を
図
り
、
各
種
の
政

策
を
継
続
し
、
さ
ら
な
る
経
営

改
善
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
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こんな研修ありました

　当研修会は仙台市において、２日間にわた

り開催されました。議会運営、総務産業、教

育民生の３つの分科会に分かれ、当町からそ

れぞれの担当委員長と議長の４名が出席しま

した。

　研修内容

【１日目】各分科会ごとに各自治体における

課題等について活発な意見交換を行い、委員

長としての資質の向上、専門的知識の向上を

図りました。

【２日目】講演（左記のとおり）

宮城黒川地方町村議会議長会委員長研修会
10/
27.28

演題

「委員会運営等について」

　講師　全国町村議会議長会議事調査部

　　　　参与　　荒　井　幸　弘 氏

　当研修会は大和町において開催されました。

富谷市と黒川郡内の市町村議会議員が対象で、

当町からは全議員が参加しました。

　２時間にもわたる貴重な講話を受けた議員

は、議員の本来あるべき姿、望まれる姿を再

認識するとともに、明日からの議員活動を行

ううえでとても有意義な研修となりました。

黒川地方市町村議会連絡協議会議員研修会10/31

演題

「今、望まれる議会議員とは」

　講師　前岩沼市長　井　口　經　明 氏

　当研修会は仙台市において開催されました。

宮城郡、黒川郡の町村議会議員が対象で、当

町からは全議員が参加しました。

　町村議会議員の職務遂行に必要な知識を身

に付け、議会の活性化を図り、住民福祉のさ

らなる向上を目的とした内容で、左記のとお

り講話が行われました。

宮城黒川地方町村議会議長会議員研修会11/11

演題

「町村議会議員の役割と議会活性化について」

　講師　元全国都道府県議会議長会

　　　　議事調査部長

　　　　　野　村　　　稔 氏

つね　　あき
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議会の主な動き（10/1～12/31）

　
多
年
に
わ
た
る
議
員
活
動
を

通
じ
て
、
地
方
自
治
の
確
立
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
た

こ
と
に
よ
り
、
表
彰
の
栄
に
浴

さ
れ
ま
し
た
。

【
地
方
自
治
功
労
】

　
千  

葉  

勇  

治 

議
員

本
年
も
宜
し
く

　
　
　
お
願
い
し
ま
す

11/8

月　日

10/3

10/3

10/7

10/18

10/25～26

10/27～28

10/31

11/7

11/7

11/11

11/11

幼稚園運動会

黒川地方町村議会連絡協議会実行委員会

広報編集常任委員会

広報編集常任委員会

広報編集常任委員会所管事務調査（東京都）

全国町村議会議長会主催議会広報研修会（東京都）

宮城黒川地方町村議会議長会主催委員長研修会（仙台市）

黒川地方町村議会連絡協議会主催議会議員研修会（大和町）

総務産業常任委員会付託事件審査

宮城県町村議会議長会主催広報研究会（仙台市）

総務産業・教育民生常任委員会所管事務調査（大郷町）

宮城黒川地方町村議会議長会議員研修会（仙台市）

月　日

11/11

11/14

11/30

12/7～9

12/7

12/8

12/9

12/12

12/16

12/22

12/22

黒川地方町村議会連絡協議会第３回実行委員会（大郷町）

宮城県企業立地セミナー in Nagoya（愛知県）

議会運営委員会・議員全員協議会

第４回定例会

総務産業・教育民生・常任委員会付託事件審査

議会運営委員会・広報編集常任委員会

議会改革に関する調査特別委員会

2016「新しい東北を考える意見交換会」

おおさと地域振興公社に関する調査特別委員会

広報編集常任委員会

企業誘致に関する調査特別委員会

用　　　　　務用　　　　　務



第61回第61回第61回第61回

　出産祝金制度については、平成27年
度に策定した「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」における子育て支援施策に位
置づけ、平成28年度から制度化し、対
象児の区分に応じて祝金の支給を行って
おります。
　対象児が第１子の場合　　　１万円
　　　　　第２子の場合　　　２万円
　　　　　第３子の場合　　　３万円
　　　　　第４子以降の場合　５万円
　なお、結婚祝金の支給は実施しており
ませんが、効果的な子育て支援施策につ
いて引き続き検討してまいります。
　　　　　　　　　　　保健福祉課長　

その後の対応と今後の計画

▲子育て支援施策のさらなる充実を

▲現在登録中の空き家

人口増を図れ

その後の対応と今後の計画

　空き家バンクは、平成28年４月の開
設から12月末日までに８件の空き家登
録、19件の利用希望登録をいただき、
相談数も40件となっています。このう
ち４件の空き家売買又は賃貸借契約が成
立しており、他市町から７名が移住し、
さらに５名が移住する予定です。今後も
空き家登録数の増加を目指し、移住定住
を促進します。また、住宅リフォーム助
成事業でも対象に空き家を追加しました。
平成29年度からは区画整理された民間
分譲地や現在整備中の高崎団地分譲地を
購入し、住宅を新築した方に住宅取得補
助金を交付する制度を創設予定です。
　　　　　　　　まちづくり推進課長　

　空き家バンク等を活用し、定住促進を。
（26年9月、28年3月議会一般質問、28年
9月議会決算審査意見書より）

子育て支援の充実を

　結婚祝金、出産祝金制度を創設できな
いか。
（平成26年12月議会、一般質問より）

　祝金制度の導入については現在のとこ
ろ考えてはいない。

町長答弁
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▲大郷小学校6年生による議会傍聴

N
O
.185

平
成
29年

２
月
１
日

　
大
郷
町
に
長
く
住
む
者
と
し
て
、
日
々
感
じ
る
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
高
齢
化

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
現
状
で
す
。
今
、
高
齢
の
方
だ
け
で

暮
ら
し
て
い
る
人
や
、
一
人
で
暮
ら
す
人
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
も
近
く
に
は
な
い
の
で
、
ど
う

し
て
も
車
を
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
車
の
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
る
の
も
と
て
も
心
配
で
す
。
高
齢
者
の
自
宅
へ
食

材
等
の
訪
問
販
売
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、「
空
い
て
る
土
地
の
活
用
」
で
す
。

　
最
近
、
周
り
に
子
供
が
生
ま
れ
、
子
供
た
ち
や
親
な
ど
が

集
う
公
園
や
施
設
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
子
育
て

に
必
要
な
も
の
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
若
い
人
た
ち
が
も

っ
と
住
み
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
郷
町
の
人
口
も
増
え
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
熊
本
地
震
や
全
国
各

地
で
の
台
風
被
害
な
ど
甚
大
な

災
害
が
あ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま

す
。
議
会
と
し
て
も
減
災
や
防

災
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

最
近
の
自
然
災
害
は
い
つ
、
ど

こ
で
災
害
が
起
き
る
の
か
わ
か

ら
な
い
気
象
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
災
害
の
な
い
年
で
あ

り
ま
す
様
願
い
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は
酉
年
で
あ
り

情
報
を
い
ち
早
く
酉
入
れ
て
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
編
集
委
員

の
目
標
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
（
吉
田
茂
美
）

高橋　礼奈 さん
（下町）

委

員

長
　
和
賀
　
直
義

副
委
員
長
　
佐
藤
千
加
雄

委
　
　
員
　
赤
間
　
茂
幸

　
　
　
　
　
石
川
　
壽
和

　
　
　
　
　
高
橋
　
重
信

　
　
　
　
　
吉
田
　
茂
美

編
集
委
員

編
集
委
員

期  間（予定）定例議会

平成29年第１回

平成29年第２回

平成29年第３回

平成29年第４回

平成30年第１回

平成29年３月２日（木）～３月17日（金）

平成29年６月６日（火）～６月９日（金）

平成29年９月７日（木）～９月22日（金）

平成29年12月５日（火）～12月８日（金）

平成30年３月５日（月）～３月20日（火）

16日間

4日間

16日間

 4日間

16日間

会期日数

　
議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
た
重
要
な
問
題
が
審
議

さ
れ
ま
す
。

　
傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
、
も
っ
と
も
身
近
な
方

法
で
す
。
ま
た
、
町
政
へ
の
知
識
を

深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※

日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
休
日
は

休
会
と
な
り
ま
す
。

定
例
議
会
の
年
間
予
定

気
軽
に
傍
聴
へ

住みたいと思う
町づくり

発
行
責
任
者
／
大
郷
町
議
会
議
長
　
石
川
良
彦

編
集
／
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

印
刷
／
有
限
会
社
中
村
印
刷
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